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1.は じめ に
WWW(World Widc Web)の 登場で、インターネットは地球規模で発展・拡大しており、
日本も同様であることは誰もが周知の事実である[オンラインデータベースを利用してい
る人の中には、情報の質的な面からWeb情 報に疑間を呈する人もいたが、時が経つにつ
れてというか驚異的なWeb情 報の増加で、この大きな情報革命の波に巻き込まれつつあ
るのが現状である

昨年の当シンポジウムで、「人と情報との接点にWWWブ ラウザがあり、すべての情報
はHTMI′ を使用したマルチ文書に統一される」という見解を示した[1][イ ンターネット
は外部情報のWeb文 書化を促進しているが、今度はイントラネットという形で内部情報
のWeb文 書化が促進されようとしている。現在はいろいろなメディアがWeb文 書とい
う新しいメディアに統一されていく時代であり、情報に携わる人も積極的に参加し、リー

ダーシップをとることが求められている[

日本語Web文 書は急増しており、その所在を検索・索引サービスする所が増加してい
る[ この日本語のサービスは 1年前には皆無であり、この半年位の間に誕生したものであ
る[筆者は今年の 1月 中旬から、プライベー トなホームベージ「検索デスク」をインター
ネット上に開設し、検索・索引サービスに関する話題を提供している[2].こ こでは、まず

情報発信の一事例として検索デスクを紹介し、日本語のWeb検 索 。索引サービスの現状
とその課題について述べる。

2.情報発信の一事例
検索デスクは 1月 18日 の TヽT新着情報への登録でオーフンした その直後に電子新聞
Tヽ 圧Rヽ ET Watchの検索特集に紹介 [3:さ れたのを手始めに、多くのホームヘージの検索コ

ーナーで紹介され、5月 10日 時点での逆リンク数は 97件に達している[ホームヘージの

内容は最初のうちは工事中の所が多かったが、何回も改装を重ね、徐々に充実したものに

なつている 5月 の連体中に、フレームと」avascriptを使った新画面に改装した それと
雑誌の紹介が重なり訪問者は増加している 以下、現時点での内容を紹介する
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2.1 日本の検索とWeb検 索
「日本の検索」コーナーでは日本語の検索・索引サービスを紹介し、各サービスごとに、

特徴、入力条件、検索結果、ニューースなどを詳しく紹介している 「Web検 索1では主
に英語の検索 。索引サービスを紹介している リンクを張るだけでなく、メタ検索という
か、検索キーを 1回入力するだけで複数の検索サービスを検索できるようにした これは
JavaScript技術で実現しており、フォームを使っているほとんどの検索画面に適用可能で

ある 検索はビギナーの人も容易に行え、検索の普及 |こ貢献できればと願っている
2.2オ ール索引と新着情報集
オール索引は各索引サービスの大分類項目や中分類項目を収集整理し、五十音別に配置

した索引の索引である 索引前後の項目名も一緒に表示されるため、各索引サービスの分
類項目の特徴や知識の構造が理解できる 何を探したらよいか分からない人や網羅的に情
報を集める人が利用できる さらに、新着情報集を利用すると、各索引サービスで収集さ
れ公開される新着情報のアクセスが容易になる 新着情報はデータベース化の遅れをカバ
ーするため、あるいは新規サイ トの発見のためにも必要である

2.3内 外の検索ニュース
今年に入ってからで羊)、 規模の大きい新規の 3サービスの参入があった また、大改装
した所は 1サービスあり、その他の所 ()何らかの改装をしている_索引系の場合は、情報
量の増加で分類項目を分割、統合、新設などがある Iた、ホームヘージの新装、検索の
入力画面や出力画面の機能追加などがある 変更がアナウンスされるのはまれなので、 1
週間に 2回モニターしニュースとして流している 海外の場合は、主に海外のニュースを
ベースにしているが、すべてをフォローできていない

2.4検 索の視点、検索調査
検索の視点では、Web情 報の特徴や検索を取りまく環境などを、現実のデータをもと
に分析し報告している 検索調査は 1種類の検索キーを使い、各検索サービスごとの検索
数を求めてテーーブルにして発表している 検索サービスごとに検索手法が異なるため、検
索の際に問題になった点を指摘し、提案 |)している さらに検索数だけによるランキング
も行っている 提供側とユーザー側の検索技術の向上に役立てばと思つている
2.5ブ ラウザ、JaVaSCript
WWW情 報はブラウザを使って表示するため、ブラウザの知識は必須である そこでブ
ラウザの話題をあつかうコーナーを設けた[現在、ブラウザのダウンロー ドの記録が中心
になっているが、それを見てもブラウザのバージョンアッフの激しいことがわかる_さ ら

に、JavaScriptの コーナーを設け、情報発信の際の HTMLに利用できる小さなスクリフ ト

を中心にあつかっている _

2. 6 1掲 寸貴I Thanks、  Link Thanks、  ヒ .ス ト リ ‐一

情報発信する際の参考になればと思い、各 Thanksコ ーナーとヒス トリーをつくった わ
ずか 3カ 月半で、 l五 nk Thanksが 97になり、掲載分を含めれば検索デスクを紹介 している

所が 100以上ある 主に、検索キーーasaisanを 使って Al(a Vistaか ら検索した 長い問
Refcration Analysisの 研究をしていたが、ハイハー リンクの関係からその逆 リンクが即

座にしかも無料で得られるインターネットの世界には驚嘆する
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3.日 本の検索・索引サービス
インターネットの世界では、多種多様な情報が飛び交っている その中でも検索や索引
サービスとその紹介は情報以外の専門分野の人、情報に関心のある人、学生、出版社やソ

フト会社など、情報専門家の手を離れて行われているといっても過言ではない

主要な検索・索引サービスを表 1に示した 検索主体が 8、 索引主体が 12である その
運営は、大学の学生、ソフ ト会社、会社のソフト部門、出版社、会社、個人などさまざま

である:まだ、その多くは無料奉仕のボランティアであり、徐々にではあるが利益を目標
にする企業へと移行しつつある

1年前に企業化を果たした米国の検索サービスが最近相次いで店頭市場′ヽ上場し豊富な

資金を手にしている.そ の資金と検索技術をもつて、日本へ進出あるいは計画している

仲良しクラブで発展していく日本の社会の仕組みも大きな転換期を迎えている Web情
報の急増、Web情 報表現の多様化など検索 。索引サービスが抱える問題は多い 次節で
それらについて考察する

第 1表  日本の検索・索引サービスー覧
検索主体のサービス 運  営 内容 収 集 総数

ODIN 東大 :原田昌紀 検索 ロホ
゛
ット 189,160

TITA:N TヽT:関 西支社 検索 ロホ
゛
ット #1300,000

Mo n d o u 京大:情報通信 検索 ロホ
゛
ット *200,000

千里眼 早大:田 村健人 検索 ロホ
゛
ット #97,000

InfoNavigator 富士通 検索 登録 ,ロボット
つ

・

7AVE Search ソニー 検索 登録
つ

・

WWWナ ビゲーター インフ
・
レス 検索 登録 13,189

Nippon Search Engine -t)'yt/-<DZ 検索 登録 ,ロボット *115,()00

索引主体のサービス 運営 内容 収集 総数

NTT Directory NT′
「 索引,検索 登録 #5,200

Hole-in-One 日立国際ビシ
゛
ネス 索引,検索 登録 *13,625

Japan Search Engine 京都 :学生 索引,検索 登録 #5,000

Yahoo! Japan 日本ヤフー社 索引,検索 登録 ,ロボット *15,526

CSJイ ンデックス サイバ―スヘ
°―スJ 索引,検索 登録

登録

9,765

Yahho tuthe:甲 斐大樹 索引,検索 11,128

URL広場 ORT()ヽ S 索引,検索 登録 *3,003

NETPLAZA NEC 索引,検索 登録 ,ロホ
゛
ット 5,515

日本ネ ット 日本わ卜研究会 索引,検索 登録 つ

JOY 斎藤正紀 索引 登録 3,745

日1本 :企業 URLテ
゛
ィレクトリー 日経 BP社 索引 登録 2,033

WW7フ ァインダー 毎 日新聞社 索引 登録 #1,160

注)総数は 5月 10日 時点のもので、 *は最新の推定値、 #は古いデータ
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4。 日本の現状と課題
4.1 日本語Web情 報量の急増
誰 t)管理者がいないインターネットの世界で、日本語のWeb情 報がどれ位あるかは誰
にも分からない 索引サービスの中には登録情報を公表している所があり、それらを毎週
統計データとして収集している その一部を第 2表に示した
これらのデータは自薦で登録した情報であり、多くの索引サービスのデータ源である

今年の 1月 12日 から5月 10日 迄の 4ヶ 月間で約 2倍強になっている[ これは処理する情

報量が 8ヶ 月で 4倍、1年で 8倍になることを示す 勿論、月日が経るにしたがい鈍化し
ていくとしても、3～ 4年で 100倍に達するとみなせる この情報量の急増は処理システム
の増強、回線の大容量化などの問題を提起している

第 2表 日本語Web情 報の推移 (増加率は 1/12か ら5/10)

4.2索 引系から検索系ヘ
日本の検索・索引サービスは米国Yahoo!を 見本にしており、ホームヘージ製作者からの

自薦情報の登録に依存している しかし、窓口が一個所であれば網羅的な情報が集まるが、
窓口が多いため情報が分散する 従って、網羅的な情報が収集できないため、複数のサー
ビスを利用しなければならなくなる

この 1月 にオーフンした日本 Yahoo!は登録とロボットを併用し、わずか 2～ 3ヶ 月の準

備で トッフクラスの情報量で出発した これによりこれまでの登録だけをベースにしたシ
ステムからロボット併用型ンヽ移行する兆しがでており、好ましい事態と言える

日本の検索主体のサービスでロボットに依存している例は少なく、しかも大学の運用が

多い 数年で 100倍になる情報量の増加に対応できるだけの投資は大学では不可能であり、

制約の少ない企業とはとても太刀打ちできない 米国の場合でも、どのような検索システ
ムも 1年 も続かなく、何回も脱皮しながら存続を図ってきた 第 1表のデータも年末を待
たずに大きく塗り変わることが予想される

4.3最 新情報の提供
索引主体のサービスはほとんどの所が週間単位で更新を行ない、新規に登録された情報

は新着情報として公開している この索引の場合は最新情報が入っているものとみなせる:

しかし、ロボット依存型の検索システムでは最新情報の提供はなかなか難しい 検索調査
で各サービスの検索数を調べているが、どの時点までのデータが入っているのか大体推測

できる それは最新のキーワー ドをどれ位検索するかで判断できる
検索サーービスによっては検索結果にデータ収集日や何 KBの容量かを付加して表示する

これはユーザーにはとって非常に有用な情報である 古いデータからの検索結果しか得ら
れないとしたら、探す情報にもよるがあまり役立たない 特に、4ヶ 月で倍増する世界で、
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サービス名 96.1.12 96.2.9 96.3.8 96. 1.12 96.5.10 増加率

WWW十し
・`
ケ―゙タ 6,160 7,539 8,901 10,991 13,189 2.012

Yahho 5,173 6, 108 8,()1() 9,
ｑ
¨
０
０ 11, 128 2.151

EヽTPI′AZA 2,197 2,711 3,28:ヽ 1,ら 18 5,515 2.510

、lOY 1,721 2,213 ，
″

，０ 3,
一
〇 3,715 2.172

日本企業 tRL 1, 163 1,377 1
一
うり̈ 1,813 2,033 1.748



4ヶ 月 1)更新がないということは、旧い方の半分からの検索ということになる_

米国では最新情報の提供が一つの競争要因になりつつある 最近のAlta Vistaの 検索で
は 3～ 1日 前のデータが検索されることがある ロボットの巡回アルゴリズムやデータベー
ス化のスヒー ドが驚くほど改善している .また、6月 からサービス開始の in「oSeek社の

しltraSeek l)最新情報の提供を狙ったものである

4.4 プラウザ技術の進歩への対応
ブラウザ技術が急速に進歩 している_これは歓迎すべきことであるが、この新しい技術

から得られるWeb情 報を処理する検索エンジンは十分に対応できない恐れがある ブラ
ウザ自体も、自らが提供した技術に対応するまでに数ステッフのバージョンアッフを必要

とする 重要な情報が新しい技術を使った所に存在する場合には、それを見落とす検索シ
ステムは欠陥システムとみなせる

昨年 11月 からフレーム機能が使えるようになった しかし、フレーム表示の情報を処理
できる検索エンジンは皆無に近い フレームは一画面を複数画面に分割 して、必要に応じ
て、その一部分を差し替えて情報を表示する しかし、各フレーームはそれぞれファイルに
なっており、それらを合成して一つの情報とみなしていない 例えば、 目次が左側にある
ような場合、ロボットにとつて重要なリンク情報を収集できず、ロボットが素通りしてい

く可能性が高い

これから本格的なマルチメディアの時代が訪れるが、検索はテキストデータを対象にし

ており、Shockwaveや VRMLの情報は扱わないというわけにはいかない マルチメディア情
報を処理する検索エンジンの開発 |)視野に入れる必要がある

5. おわりに
日本の検索サーービスもこれから大きく変化 しようとしていた所

′、米国の検索サービスが

入ってきた 日本ヤフーの進出はボランティアの時代から企業競争の時代への引き金にな

り、今後一層加速する これはユーザーにとっては良いことであるが、サー ビスする側に

とっては大きな負担となる 検索に限らずWebの 世界は試行錯誤をしながら段階的に発

展する |)のであるが、ホテンシャルの高い競争相手の出現で 180度 の転換が必要となる

インターネットの話題は盛んであるが、検索関連の投資はほとんどなされていないよう

に思われる 企業のイン トラも進行 し、ますますWeb情 報の処理が行われ、検索技術の

重要性が増 してくる_こ の新 しい事態に無策とい うわけにはいかない

最後に、Web情 報が急増 している現状で一番大切なことは時間であり、時間を短縮す

るための方策を如何に考え実行するかにかかっているように思われる
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